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1  We conducted two kinds of chemistry modular teaching materials for high school students (10th 
graders) and undergraduate students. The contents were (1) check of water quality and (2) utilization 
of vitamin C. Those materials showed the relationship between chemistry and our daily lives. The 
modular teaching materials contributed to students’ understanding of chemical learning contents. We 
presented a case study that includes the development of modular teaching materials and the evaluation 
items for the practice. Considering lower consciousness for the science (especially chemistry) of 
Japanese high school students, the modular teaching materials are subsidiary for the textbooks, but 
are extremely important.
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1. はじめに
　理科の学習において，科学的な内容の理解にとどまらず，日常生活や実社会との結びつきに関す
る理解を広げる考え方が強調され，そのような授業のあり方が求められている。この背景には，国
際教育到達度評価学会（IEA）が実施した国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）や経済協力開発
機構（OECD）が行った生徒の学習到達度調査（PISA）において，日本の生徒は，日常生活と関
連の深い設問に課題があることなどがある（堀，2007）。猿田（2011）は，各種の国際調査結果から，
日本の児童・生徒が理科の有用性や重要性を認識する姿勢に欠けていることなどを指摘している。
平成元年版学習指導要領で理科の日常化が目指されたにもかかわらず，学校知と生活知の乖離は依
然として問題であり続けているとの指摘（渡邉，2011）も，先の考え方を支持するものと考えら
れる。
　大久保（2004）は高等学校化学において，日常生活にその内容が活きていることをはっきりと
生徒に認識させ，得られた科学的な知識を生徒の実生活に戻せるようなモジュール教材を構成，実
践し，生徒の学習意識への影響を検証した。モジュールとは，１ないし数校時分の授業での使用を
想定した教材で，実施の順序性なども強くなく，単元内にいわば投げ込み的にも使用できるものを
いう。大久保（2004）では全体的には良好な成果が得られたが，生徒の学習意識が高まったとい
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2う顕著な結果は得られなかった。その理由として，①モジュール教材を実践した高校では生徒の学
習意欲が非常に高い一方で，生徒の関心がテストの点数や進学のみに集まる傾向があり，その意識
を内容の面白さや有用性に向けることが困難であったこと，②モジュール教材の内容が適切でな
かった可能性があること，③授業の効果を評価した生徒への質問の内容が適当でなかった可能性が
あること，の３点を挙げている。
　人見・小林（2012）は，大久保（2004）の課題①をもとに，同じ内容のモジュール教材を使用
して，異なる高校生を対象とした授業実践を行った。その結果，(a)モジュール教材が化学の有用
性に気づかせることを促進したこと，(b)モジュール教材のねらいは化学と日常生活との結びつき
を伝えるものであったが，学習内容の理解にも寄与したこと，(c)異なる２つの高校の生徒におい
て理科に対する学習意識での回答に差がある場合，モジュール教材の実践にはそれらの差に変化を
与えるほどの効果は見られないこと，などを明らかにした。本研究は，大久保（2004）の課題②
に関連し，別の内容のモジュール教材を開発し，授業実践を通してその効果を探ろうとするもので
ある。
2. 研究の目的
　化学の内容が日常生活にどのように役立っているのかということに生徒が気付き，学習の有用性
を感じられるようなモジュール教材を開発し，生徒の意識面での変容を把握して，授業実践の効果
を明らかにする。
3. 研究の方法
3−1.　開発したモジュール教材
　大久保（2004）で開発された高等学校化学モジュール教材は，「ワインとブランデーの関係」，「電
気を通すもの，通さないもの」，「ゴム風船が膨らむ！縮む！」，「ラムネを作ろう」，「牛乳の検査」
の５種類であった。これら５種類は，学習内容として，物質の構成，状態変化，中和反応などに関
連している。本研究では，酸化還元反応を事例として，「水質の検査」，「ビタミンCのはたらきを知
ろう」という２種類のモジュール教材を開発した。内容を以下に要約する。また，生徒用ワークシー
トを巻末の資料に示す。
⑴水質の検査：　代表的な水質の検査項目に，COD（化学的酸素消費量）がある。CODは，過マ
ンガン酸カリウムと有機物の酸化還元反応を利用して求められる。COD測定の原理を理解でき
るような実験を行い，化学が身近な環境を調べるために役立っていることを実感できるようにし
た。生徒実験は，山本喜一「化学と授業のＨＰ」を参考にした。
⑵ビタミンCのはたらきを知ろう：　アスコルビン酸（ビタミンC）とヨウ素の酸化還元反応を利
用した実験を行い，アスコルビン酸の酸化防止剤としてのはらたきを知るというものである。
身近な清涼飲料水とうがい薬を用いることで，日常生活との関連を図った。実験内容は，前島
（2010）を参考にした。
3−2.　実践の概要
　大久保（2004）は高等学校（女子高校）第１学年生徒を対象とした実践であった。本研究にお
いても，同じ高校に協力を求め，実践することとした。なお，高校における授業の進度の関係か
3ら，実践は１回のみとなった。そこで，高校における実践の前に，大学生を対象として２種類のモ
ジュール教材の試行を行い，教材のわかりやすさなどを評価した。その結果と高校教員の意見を総
合して，高校生を対象とした実践で使用するモジュール教材を選定した。実施概要を表１に示す。
大学生対象，高校生対象のいずれの実践においても，授業者はすべて筆者の一人（小林）であった。
実践の時間は，45分間とした。
　効果の検証にあたっては，大学生，高校生のいずれに関しても，事前，事後において調査を行
い，それらを比較した。質問項目を表２，表３に示す。表３に示した質問１～８，質問Ａ～Ｈは，
人見・小林（2012）と同一である。
4. 結果と考察
4−1.　大学生対象の実践
　表１に示すように，大学生を対象として２種類のモジュール教材を使った授業を実践した。受講
生からの評価を得るために，表２に示す質問ⅰ～ⅵに回答してもらった。質問ⅰ～ⅴでは，「とて
も肯定的・やや肯定的・やや否定的・とても否定的」という４段階の選択肢を設け，１つを選んで
表１．モジュールの実施概要
期日 対象 モジュールの題目
2011年 11月 15日
2011年 11月 16日
2011年 12月 12，13日
Ｕ大学教育学部理科専攻３～４年生
同上
栃木県Ａ高等学校第１学年生徒
8名
19名
230名
水質の検査
ビタミンＣのはたらきを知ろう
ビタミンＣのはたらきを知ろう
表２．大学生対象の実践における質問項目
質問ⅰ
質問ⅱ
質問ⅲ
質問ⅳ
質問ⅴ
質問ⅵ
この授業は，あなたにとってわかりやすいものでしたか？
この授業は，高校生にとってわかりやすいと思いますか？
この授業を受けて，化学を学ぶことは自分にとって役に立つと感じましたか？
この授業を受けて，化学の内容と日常生活が結びついていると感じましたか？
この授業は楽しかったですか？
高校時代，化学の授業において，学習内容と日常生活や実社会との関連についての解説はありましたか？
表３．高校生対象の実践における質問項目
質問１
質問２
質問３
質問４
質問５
質問６
質問７
質問８
質問Ａ
質問Ｂ
質問Ｃ
質問Ｄ
質問Ｅ
質問Ｆ
質問Ｇ
質問Ｈ
あなたにとって，理科（理科総合Ａ・化学）を学ぶ理由は何ですか？
普段の生活のなかで，理科（理科総合Ａ・化学）が役に立っていると思うことがありますか？
どんな時に理科（理科総合Ａ・化学）を面白いと思いますか？　
この授業は，単元の内容を理解するのに役立ちましたか？
この授業を受けて，化学を学ぶことは自分にとって役に立つと感じましたか？
この授業を受けて，化学の内容と日常生活が結びついていると感じましたか？
この授業は楽しかったですか？
授業を受けてみて分かったこと，印象に残ったことを教えてください。
あなたは，理科（理科総合Ａ・化学）は好きですか？
あなたにとって，理科（理科総合Ａ・化学）の勉強は楽しいですか？
理科（理科総合Ａ・化学）の勉強をしていて，もっと詳しく知りたいと思いますか？
理科（理科総合Ａ・化学）の授業で学んだこと（実験など）を家などでやってみようと思いますか？
理科（理科総合Ａ・化学）の学習は退屈ですか？
理科（理科総合Ａ・化学）の学習はやさしいですか？
理科（理科総合Ａ・化学）は生活の中で大切だと思いますか？
将来，理科（理科総合Ａ・化学）で学んだことを使う仕事をしたいと思いますか？
4回答する形式とした。
　質問ⅰから質問ⅴの結果を図１～図５に示す。いずれの質問においても，否定的回答はごくわず
かであった。質問ⅰでは，「水質の検査」で４割，「ビタミンCのはたらきを知ろう」（以下，ビタミ
ンCと略記）では全員が最も肯定的な回答をしている。理科を専攻する教育学部の学生にとって，
２種類のモジュール教材はともにわかりやすいものであったといえる。質問ⅱ（図２）では，質問
ⅰに比べて，どちらのモジュール教材でも肯定的な回答が減少した。「水質の検査」では過マンガ
ン酸カリウムを用いたCOD測定の原理について解説したが，難解なイメージを与えてしまったの
ではないかと推測される。質問ⅲ（図３）で，最も肯定的な回答の割合は「ビタミンC」の方が高
いが，５割にとどまった。質問ⅳ（図４）でも，肯定的な回答の割合は「ビタミンC」の方が高かった。
質問ⅴ（図５）では，やや肯定的な回答まで含めると，「水質の検査」で９割，「ビタミンC」では
全ての学生が肯定的な回答をした。以上の結果をもとに，２つのモジュール教材を比較すると，「ビ
タミンC」の方がより肯定的に受け止められていることがわかる。この理由として，「ビタミンC」
では「水質の検査」よりも使用する薬品が身近であること，実験の手順が簡便で理解しやすいこと
などが考えられる。
図２．質問ⅱ（この授業は，高校生にとってわかり
やすいと思いますか？）の回答
図４．質問ⅳ（この授業を受けて，化学の内容と日常生
活が結びついていると感じましたか？）の回答
図５．質問ⅴ（この授業は楽しかったですか？）の回答
図１．質問ⅰ（この授業は，あなたにとってわかり
やすいものでしたか？）の回答
図３．質問ⅲ（この授業を受けて，化学を学ぶことは自
分にとって役に立つと感じましたか？）の回答
5　大学生を対象とした実践では，受講生が高校理科において，学習内容と日常生活や実社会との関
連についての解説をどの程度受けたと記憶しているかについて調査した（質問ⅵ）。また，受講生
の化学に対する好き嫌いの度合いも合わせて回答してもらった。その結果を図６に示す。「頻繁に
あった・たまにあった」と「あまりなかった・ほとんどなかった」の割合は，ほぼ半数ずつとなっ
ている。しかし，「頻繁にあった・たまにあった」と答えた学生では，化学が「大好き・好き」と
答えた割合が85%であるのに対し，「あまりなかった・ほとんどなかった」と答えた学生ではその
割合は50%にとどまっている。回答人数が少ないため，これが教育学部学生の傾向であると断定は
できない。しかし，高校時代に日常生活や実社会との関連を多く学習した学生は，化学に対して好
意的な回答をする傾向があるという可能性が示された。
4−2.　高校生対象の実践
　大学生を対象とした試行の結果と高校教員の意見を総合して，高校生を対象とした実践で使用す
るモジュール教材を「ビタミンC」に選定した。評価を得るため，表３に示した質問項目を実践の
前後で調査した。質問１～８は事後のみ，質問Ａ～Ｈは事前と事後で調査した。
4−2−1.　実践に対する評価
　質問１の結果を図７に示す。質問１は，「受験のために必要だから」「学校で学ぶように決められ
ているから」「学ぶことが楽しいから」「自分の生活や将来に役に立つから」「その他」の５つの選
択肢から１つを選ぶ形式とした。図はそれぞれの回答をした生徒の割合を示している。χ２検定の
結果，事前と事後で有意な差は見られなかった。
　質問２の結果を図８に示す。質問２は，「よくある・たまにある・ほとんどない・全くない」の
４つの選択肢から１つを選ぶ形式とした。χ２検定の結果，「よくある」と回答した生徒の割合が事
後で有意に増加した（p<.05）。「よくある」「たまにある」と回答した場合にのみ，具体例を書いて
もらったところ，食品の酸化防止剤といった記述がいくつか見られた。
　質問３の結果を図９に示す。質問３は14種類の項目（選択肢）を提示し，複数回答とした。その
他を選んだ場合のみ，自由に内容を記述させるようにした。図９はそれぞれの回答件数を表してい
る。事前と比べて事後では，14項目のうち８項目で件数が増加している。特に，「実験をしている時」
という項目で件数が増加している。これは，本実践で行った実験の影響があったのではないかと考
えられる。また，「生活と化学の内容が結びついた時」という回答も増加している。これらのこと
から，本実践で用いたモジュール教材によって，生徒は化学と日常生活との結びつきに気付くこと
ができたと考えられる。
図６．質問ⅵ（高校時代，化学の授業において，学習内容と日常生活や実社会との関
連についての解説はありましたか）に対する回答と，化学の好き嫌いの関係
6　質問４～７に関しては，「とても肯定的・やや肯定的・やや否定的・とても否定的」といった４
段階の選択肢を設け，１つを選んで回答する形式とした。質問４の結果を図10に示す。「とても役
立った・少し役立った」と肯定的な回答をした生徒の割合は95%で，非常に多くの生徒が，内容の
理解に役立ったと回答している。質問５の結果を図11に示す。「とてもそう感じた・少しそう感じ
た」と肯定的な回答をした生徒の割合は77%であった。一般的に，日本の生徒では理科の有用感を
感じている生徒の割合が少ないとされている中で，これは高い数値であるといえる。本モジュール
教材が，化学の有用性を伝えるという点で効果的であったことが示唆された。
　質問６の結果を図12に示す。この質問でも，「とてもそう感じた」という回答が57%となり，「少
しそう感じた」とする回答は38%であった。両方を合わせると95%の生徒が化学と日常生活との結
びつきを感じることができたということになる。この結果から，本モジュール教材が，化学と日常
生活との結びつきを伝えるという本研究の目的に適ったものであったといえる。質問７の結果を図
13に示す。「とても楽しかった」という回答が74%であった。「少し楽しかった」という回答も合わ
せると97%の生徒が楽しかったと感じている。本実践は，高校生にとって非常に興味の持てる内容
であったといえる。
図８．質問２（普段の生活のなかで，理科（理科総合A・化学）
が役に立っていると思うことがありますか？）の回答
図７．質問１（あなたにとって，理科（理科総合A・
化学）を学ぶ理由は何ですか？）の回答
図９．質問３（どんな時に理科(理科総合A・化学)を面白いと思いますか？）の回答
7　質問８は，授業の感想を自由に書かせた設問である。生徒の記述は，実験操作等に関する感想と
内容に関する感想に大別された。まず，実験操作等に関する感想を抜粋し，表４に示す。「身近な
物をつかった実験だったので，化学を身近に感じられた」といった“身近さ”に着目した記述が多く
得られた。これらの記述より，実験の題材や使用する材料が身近であったという点が，本モジュー
ル教材が生徒に好意的に受け入れられた理由のひとつであることがわかる。また，「授業で学んだ
ことを家などで試したい」という記述も見られた。このことから，化学は学校の中だけのものでは
ないということや，実験は化学室でなくてもできるということなども伝わったのではないかと考え
られる。自分でもやってみたいという意欲を高める点で，本モジュール教材は効果的であったとい
える。さらに，「うがい薬の色が消えるのは魔法のようで，すごいなと思った」というように，実
験で観察した事象についての驚きや関心についての記述も多く見られた。
表４．高校生の感想（１）
・酸化防止のためにビタミンＣを入れているなんて，はじめて知った。実際に飲んだことのあるものや使用した
ことがあるものでの実験だったので，とても身近に感じた。
・身近な物をつかった実験だったので，化学を身近に感じられた。
・実験内容がとても分かりやすく，実験に使用したもののほとんどが身近にあるものだったので，受け入れやすかった。
・ビタミンＣの量を身近なもので自分で調べることができるのがすごいと思った。理科の実験は，普通，石灰水
や他の液体など，家にあまりないものを使用する場合が多いので。
・ヨウ素液とビタミンＣが反応するのを知らなかったので，今回の実験で驚きました。今度，家にあるジュース
やお茶（紅茶，麦茶など）で試してみたいと思います。
・うがい薬なら身近にあるので，もし時間があったら自分でも試してみたいなぁと思います。とても楽しかったです。
・日常生活で，ペットボトルのお茶はけっこう飲んでいるのに，ビタミンＣが入っていたことを知らなかった。
うがい薬の色が消えるのは魔法のようで，すごいなと思ったし，おもしろいと思った。
・実験がとても面白かったです。データをパソコンに表示するのも良かったと思います。
・化学はあまり好きではない私でも，身近なものをつかった，わかりやすい実験だったので，少し興味が持てました。
図11．質問５（この授業を受けて，化学を学ぶことは
自分にとって役に立つと感じましたか）の回答
図13．質問７（この授業は楽しかったですか）の回答
図10．質問４（この授業は，単元の内容を理解す
るのに役立ちましたか）の回答
図12．質問６（この授業を受けて，化学の内容と日常
生活が結びついていると感じましたか）の回答
8　次に，内容に関する感想を抜粋して，表５に示す。ここでも，生徒の行動に結びついた記述が多
く見られた。中には，実際にパッケージを見て，ビタミンCが入っていることを確認したという記
述もあった。化学と日常生活をより近づけることができたものと思われる。また，「なぜビタミンC
がドリンクに含まれているかを考えたことがなかったので，新しく知ることができてよかった」と
いった，ビタミンCのはたらきの意外性に関する記述も多数見られた。身近なことを化学的に見る
ということが，生徒にとって新鮮だったことがうかがえる。さらに，「酸化と還元は，鉄のさびな
どの他にも表れていることに驚いた」という記述も２件あった。中学校理科で鉄や銅の酸化につい
て学んでいるため，「酸化＝金属についての現象」というイメージがあるものと思われる。高校化
学では，さらに広範囲の酸化還元反応について学習する。本モジュール教材により，酸化還元反応
が金属以外でも起こることを知ることとなり，酸化還元反応の理解が深まることが期待される。
4−2−2.　理科に対する意識
　質問Ａ～Ｈは「とてもそう思う・少しそう思う・あまりそう思わない・そう思わない」といった
４段階の選択肢から１つを選択するものである。
　質問Ａ～Ｈの結果を図14に示す。事前，事後で回答の割合が大きく変化してはいない。本実践
が，生徒の理科の好き嫌いに与える影響はほとんどなかったといえる。質問Ｂの結果を図15に示
す。この質問でも，事前，事後でほとんど変化がない。本実践は，化学の勉強が楽しいという意識
に与える影響はほとんどなかったということになる。質問Ｃの結果を図16に示す。６割近い生徒
が「とてもそう思う」または「そう思う」と回答し，理科を学ぶ意欲が高い。しかし，事後でそれ
は大きく変化していない。
　質問Ｄの結果を図17に示す。この質問で，「時々やってみる」という回答は，事前と事後で８％
程度見られたが，「よくやってみる」という回答はいずれにおいても０%であった。本モジュール
で取り上げた実験は，スーパーや薬局で購入できるものを使っているため，家庭でも容易に試すこ
とができる。しかし，生徒の積極的な行動を促すには至らなかった。
表５．高校生の感想（２）
・普段，何気なく口にしていたビタミンＣには様々な効果があることが分かって，少し興味を持った。これから
は栄養表示などを気を付けて見ていきたい。
・この授業を受けてから，パッケージに目がいくようになり，「いちごオレ」に“酸化防止剤（ビタミンＣ）”って
書いてあってなんだか楽しくなりました。
・お茶にビタミンＣが入っていることなんて知らなかった。また，ビタミンＣに酸化を防ぐはたらきがあること
も知らなかった。だから，この機会に知ることができてよかったです。
・なぜビタミンＣがドリンクに含まれているかを考えたことがなかったので，新しく知ることができてよかった
です。体に取りこむためだけに入っていると思っていたビタミンＣが，酸化を防いでいるということに，驚き
ました。実験も，うがい薬という身近なものでできたので，やる気になれば自宅でもできるかな，と思いまし
た。自分の知らないことがたくさんわかった授業でした。
・ビタミンＣが自分の想像もしていないところで役に立っていて，日々の生活と化学はとても密着していることが分
かりました。今後も，身のまわりにある化学に意識を向け，化学の勉強にさらに興味がもてるといいと思います。
・日常で何気なく使っているものにも，深い理由（性質）があるのだと分かりました。
・自分の生活の身近なところに化学がたくさん発見できて，とてもおもしろかったです。
・普段から飲んでいるものや食べているものなど，生活の中に化学がいきているんだなと感じました。何がどう
化学的なものとしていきているか分からないので気にしていませんでしたが，新たな発見ができてよかったで
す。また，身近なもので実験できたのがよかったです。
・酸化と還元は鉄のさびなどの他にも表れていることに驚いた。
9　質問Ｅの結果を図18に示す。質問Ｅは逆転項目のため，「そう思わない・あまりそう思わない」
と選択した回答を図の左側に配置し，積極的回答としている。事前と事後で大きな変化は見られな
い。質問Ｆの結果を図19に示す。「やさしい」という回答は，事前と事後のいずれにおいても０%
であり，「少し難しい・難しい」とする回答が非常に多い。質問Ｇの結果を図20に示す。事前と事
後において，肯定的回答が多い。質問Ｈの結果を図21に示す。回答は４つの選択肢にばらつき，
事前と事後においてその傾向に大きな変化は見られない。
図15．質問Ｂ（あなたにとって，理科 （理科総合
Ａ・化学）の勉強は楽しいですか）の回答
図19．質問Ｆ（理科（理科総合Ａ・化学）の学習
はやさしいですか）の回答
図17．質問Ｄ（理科（理科総合Ａ・化学）の授業で学んだこ
と（実験など）を家などでやってみますか）の回答
図21．質問Ｈ（将来，理科（理科総合Ａ・化学）で学ん
だことを使う仕事をしたいと思いますか）の回答
図14．質問Ａ（あなたは理科（理科総合Ａ・化学）
は好きですか）の回答
図18．質問Ｅ（理科（理科総合Ａ・化学）の学習
は退屈ですか）の回答
図16．質問Ｃ（理科（理科総合Ａ・化学）の勉強をしてい
て，もっと詳しく知りたいと思いますか）の回答
図20．質問Ｇ（理科（理科総合Ａ・化学）は生活
の中で大切だと思いますか）の回答
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　ここで，質問Ａ～Ｈの回答傾向に事前と事後で変化が生じたかどうかを考察してみたい。「とて
もそう思う・少しそう思う・あまりそう思わない・そう思わない」といった４段階の選択肢をそれ
ぞれ「４・３・２・１」と点数化し，回答人数からその平均値を算出した。それらを表６に示す。
事前と事後の数値をχ２検定で比較したところ，質問Ｇ（理科は生活の中で大切だと思いますか）
において，事後の肯定的回答が有意に増加していた（有意水準５%）。本モジュール教材が化学と
生活との結びつきを前面に取り上げているため，肯定的回答が増加したものと考えられる。その他
の質問項目で有意差はなかった。したがって，本モジュール教材の実践は，生徒の理科に対する意
識のうち１項目で肯定的変化を生じさせたものの，全体的に見ると，意識を大きく変化させるもの
ではなかったということができる。
4−2−3.　モジュール教材の特徴
　本研究において開発したモジュール教材の特徴を列記すれば，次のようになろう。すなわち，①
生徒に日常生活とのつながりを伝えられる内容であること，②実験操作を含み，生徒の主体的活動
を含むこと，③授業１単位時間（45分）で完結し，多くの時間を要さないこと，などである。こ
れらは，「一時の興味に終わらせてしまうのではなく，体験的な活動により学習内容を印象付け，
学んだことと日常生活とを結び付けて考えてほしい」という点に留意して開発した結果である。一
方，教科書に沿った授業展開に，本実践で示したようなモジュール教材を使った授業を加えようと
すると，時間が不足する恐れも懸念される。そのため，最少の１単位時間で完結するように心がけ
た。時間的に無理のない実践を行うためには，簡潔かつ効率的なモジュール教材にする必要があ
る。
　①～③のような条件を満たしたモジュール教材を新しく開発することは容易ではない。また，そ
の教材の効果を評価することも，同時に行わなくてはならない。特に，化学と日常生活との結びつ
きに焦点をあてる以上，生徒の理科に対する意識をより向上させることが求められる。本実践にお
いて，生徒の意識に大きな変化は見られなかった。しかし，教材研究を進め，その効果を実践を通
して検証する方法を示したことで，事例研究としてのモデルを示せたと考えている。
5. まとめ
　本研究において開発，実践したモジュール教材を使用し，高校生を対象とした授業実践の効果と
して，次の点を指摘できる。⑴～⑶は，人見・小林（2012）での結論と一致している。
2.49 2.53 n.s. 
2.43 2.46 n.s. 
2.54 2.64 n.s. 
1.61 1.67 n.s. 
2.48 2.52 n.s. 
1.33 1.43  n.s. 
2.77 2.97*  p<.05 
  2.28 2.35 n.s.
表６．質問Ａ～Ｈに対する回答の事前・事後における比較
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⑴ 化学と日常生活との結びつきを意識したとする回答や，化学を学ぶことが自分にとって役立つ
とする回答は，いずれも８割以上と高い。モジュール教材が化学の有用性に気づかせることを
促進している。
⑵ 実践に対する印象では，「楽しかった」とする肯定的回答が９割以上となった。本実践が非常に
良好なものであったことが示された。
⑶ 実践の対象となった単元の学習内容の理解にモジュールが役立つとする回答は９割を超えた。
モジュールのねらいは，化学と日常生活との結びつきを伝えるものであったが，学習内容の理
解にも寄与している。
⑷ 本実践は，生徒の理科に対する意識のうち１項目で肯定的変化を生じさせたものの，全体的に
見ると，意識を大きく変化させるものではなかった。
6. おわりに
　本実践において，いくつかの点が明らかとなった。まず，事後調査の結果から，本研究で開発，
実践したモジュール教材（ビタミンＣ）は，高校生に非常に肯定的に受けとめられたということで
ある。授業が楽しかったと回答する生徒は97%にのぼった。また，95%の生徒が化学と日常生活と
のつながりを感じることができたと回答した。本実践は単に楽しいだけでなく，化学と日常生活と
の結びつきを理解させるという目的に適ったものであることが確認できた。
　また，このモジュールが，化学と日常生活との結びつきを伝えながらも，同時に学習内容の理解
にも寄与している点は，特筆すべきことである。化学の実用面への気づきを促すことと知識理解を
向上させることが両立することは，学校現場で実践を進める上で，たいへん重要な点であると考え
られる。
　さらに，事前と事後で調査した理科に対する意識を比較したところ，質問Ｇ（理科は生活の中で
大切だと思いますか）において肯定的回答の割合が有意に増加したものの，それ以外の質問項目で
は有意差は見られなかった。この結果から，本実践は，生徒の意識を向上させることにおいて，そ
の影響はごく限定的であったということができる。
　筆者らは，化学と日常生活の結びつきを伝えることをねらいとしたモジュール教材は，教科書等
に示されている学習内容に対して，補完的な位置づけととらえている。つまり，モジュール教材
は，学習内容そのものを中心に据えながら，その実用性や応用面などを示すことで，化学と日常生
活との結びつきを示そうとしている。そのような構成にすることで，化学を学ぶ意味や社会におけ
る化学の役割に生徒が気づくことを期待している。日本の高校生の理科に対する意識は高くない。
この実情に照らしてみると，このような教材は補完的ではあるがきわめて重要であると考える。
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　本研究を行うにあたり，ご指導とご協力をいただきました栃木県Ａ高等学校の先生方と生徒の皆
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